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北
野
博
美
の
大
正
時
代

|
|
折
口
一
信
夫
へ
の
遥
け
き
道
程
③

内

海

宏

三
田
村
鳶
魚
へ
の
接
近
1

「
性
之
研
究
」
休
刊

へ
【
大
正
十
年
】

広
瀬
千
香
の
「
山
中
笑
翁
片
影
」
(
『
山
中
共
古

ノ
l
ト
』
第
二
集
)
で
は
《
北
野
博
美
》
と
三
田
村

鳶
魚
と
の
出
会
い
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

6 
中
村
(
古
峡
)
氏
、
菅
原
(
教
造
)
氏
と
の
交
際

か
ら
、
北
野
は
三
回
村
先
生
を
知
り
、
眼
を
か
け
て

戴
い
た
。
大
正
八
年
夏
、
北
野
が
雑
誌
「
性
之
研

究
」
を
創
刊
し
た
時
、
三
田
村
先
生
は
、
い
つ
も
寄

稿
し
て
、
応
援
し
て
下
さ
れ
た
。

きは
る五確
。編か

11 Iこ
ど「
三性
回之
村研
鳶究
魚」

の第
論二
稿巻
を(
見大
る正
こ 10
と年
が)

でに

監
獄
に
代
用
し
た
遊
女
町

(
特
別
号
「
責
淫
研
究
」
大
正
日
年
8
月
)

江
戸
時
代
の
性
慾
教
育

(
四
号

大
正
日
年
9
月
)

隆

遊
女
の
避
妊
不
妊

(
特
別
号
「
企
画
貝
淫
研
究
」
大
正
日
年
9
月
)

同
性
愛
の
異
性
化

向
性
愛
の
異
性
化

(
ム
ハ
民
す

(
主
ハ
の
一
一
)

(
七
号

大
正
日
年
日
月

大
正
日
年
目
月
)

広
瀬
千
香
の
一
言
う
「
い
つ
も
寄
稿
し
て
」
は
少
々

誇
張
さ
れ
た
表
現
だ
が
、
鳶
魚
が
《
北
野
》
の
雑
誌

「
性
之
研
究
」
を
「
応
援
し
て
」
い
た
こ
と
は
事
実

の
よ
う
だ
。
そ
れ
よ
り
以
前
、
「
性
之
研
究
」
(
第

一
巻
第
五
号
大
正
九
年
七
月
一
九
七
ペ
ー
ジ
)

に
は
「
江
戸
研
究
者
の
手
紙
」
と
題
し
て
「
三
田
村

玄
龍
」
(
鳶
魚
の
本
名
)
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
が

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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紹
介
さ
れ
て
い
る
。
鳶
魚
と
《
北
野
》
と
の
交
流
は
「
三
田
村
先
生
」
の
《
北
野
》
に
対
す
る
援
助
を

ど
の
よ
う
に
し
て
は
じ
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
「
大
正
八
年
夏
、
北
野
が
雑
誌
『
性
之
研
究
」
を
創

は
『
三
田
村
鳶
魚
全
集
』
第
お
・
却
巻
所
収
の
「
日
刊
し
た
時
」
と
し
て
い
る
が
「
鳶
魚
日
記
」
で
見
る

記
」
を
読
む
こ
と
で
あ
る
程
度
明
ら
か
と
な
る
。
限
り
二
人
の
関
係
が
実
際
に
始
ま
っ
た
の
は
も
う
少

「
性
之
研
究
」
の
文
字
が
「
鳶
魚
日
記
」
に
初
め
て
し
遅
く
な
っ
て
か
ら
大
正
十
年
初
夏
こ
ろ
の
こ
と
と

登
場
す
る
の
は
大
正
九
年
五
月
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。
推
定
さ
れ
る
。

「
O
話
曲
界
、
性
の
研
究
、
集
古
。
」
と
あ
る
。
そ
大
正
十
年
の
「
鳶
魚
日
記
」
に
こ
の
あ
と
記
さ
れ

の
後
六
月
八
日
の
記
事
に
「

O
性
之
研
究
第
四
号
届
た
《
北
野
》
や
雑
誌
「
性
之
研
究
」
に
関
す
る
記
事

ク
、
何
故
ノ
寄
贈
カ
知
レ
ネ
ド
貰
ツ
テ
オ
ク
、
先
日
を
列
挙
す
る
と
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

礼
状
ハ
出
シ
タ
リ
。
」
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
「
五
月
十
九
日

O
監
獄
に
代
用
せ
る
遊
女
町
、
十

「
礼
状
」
が
「
性
之
研
究
」
(
第
一
巻
第
五
号
)
に
六
枚
、
累
計
九
十
三
枚
半
。
」
「
六
月
五
日
性
之

掲
載
さ
れ
た
「
江
戸
研
究
者
の
手
紙
」
な
の
だ
ろ
う
。
研
究
」
「
六
月
十
三
日

O
江
戸
時
代
の
性
慾
教
育

以
下
大
正
九
年
に
は
七
月
七
日
、
八
月
二
四
日
、
十
(
上
)
、
十
一
枚
、
計
七
十
枚
。
」
「
七
月
二
二
日

一
月
七
日
、
十
二
月
六
日
と
「
性
之
研
究
」
の
文
字
北
野
博
美
氏
を
訪
ひ
、
平
林
寺
に
入
る
。
」
「
八
月

を
探
す
こ
と
が
で
き
る
。
《
北
野
》
が
雑
誌
の
新
号
一
八
日
性
之
研
究
特
別
号
届
く
。
」
「
九
月
一

O

が
出
る
度
毎
に
鳶
魚
に
寄
贈
し
て
い
た
様
子
が
わ
か
日
性
之
研
究
。
」
「
九
月
一
三
日
避
妊
不
妊
の

る
。
大
正
十
年
に
入
る
と
、
一
月
二
日
「
恋
愛
講
遊
女
、
十
八
枚
。
」
「
九
月
二
一
日
同
性
愛
の
異

座
」
(
筆
者
註
・
北
野
が
大
正
十
年
よ
り
刊
行
を
始
性
化
(
ご
、
十
三
枚
。
」
「
十
月
四
日
売
淫
研

め
た
新
雑
誌
)
、
三
一
月
二
七
日
に
「
性
之
研
究
」
の
究
」
「
十
月
一
五
日
同
性
愛
の
異
性
化
合
己
、

記
録
の
後
、
五
月
四
日
「
北
野
博
美
氏
。
」
と
記
し
十
三
枚
。

O
月
に
乗
じ
て
性
之
研
究
社
に
ゆ
く
。
」

で
あ
る
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
大
正
十
年
五
月
四
日
《
北
野
》
は
鳶
魚
に
「
性
之

こ
の
大
正
十
年
五
月
四
日
が
《
北
野
》
と
鳶
魚
、
と
が
研
究
」
の
原
稿
依
頼
を
し
に
行
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

初
め
て
出
会
っ
た
日
の
よ
う
で
あ
る
。
広
瀬
千
香
は
い
か
。
二
週
間
後
の
十
九
日
、
の
ち
に
「
性
之
研

内
海

北
野
博
美
の
大
正
時
代

究
」
特
別
号
で
あ
る
「
責
淫
研
究
」
(
大
正
凶
年
8

月
)
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
「
監
獄
に
代
用
せ

る
遊
女
町
」
の
原
稿
十
六
枚
を
執
筆
し
て
い
る
。
こ

う
し
て
鳶
魚
と
《
北
野
》
と
の
「
執
筆
者
/
編
集

者
」
関
係
は
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
十
一
月
十
三
日

に
は
「
性
之
研
究
茶
話
会
に
往
く
」
と
い
う
記
載
も

あ
り
、
こ
こ
に
至
り
二
人
の
関
係
は
更
に
一
歩
深
ま

っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

A-

「
性
之
研
究
」
は
創
刊
号
か
ら
好
調
な
売
れ
行
き

を
見
せ
、
《
北
野
》
は
こ
れ
に
続
い
て
雑
誌
「
慾
愛

講
座
」
を
大
正
九
年
十
一
月
に
創
刊
し
た
。
(
「
懸

愛
講
座
」
は
大
正
十
年
三
月
に
第
四
号
を
発
行
し
た

後
『
性
之
研
究
』
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。
「
性
之
研

究
」
第
三
一
巻
第
一
号
(
大
正
十
年
五
月
)
の
裏
表
紙

に
「
轡
愛
講
座
」
第
六
輯
「
情
死
研
究
」
の
宣
伝
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
東
大
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
が

所
蔵
し
て
い
る
の
は
第
四
号
ま
で
。
筆
者
は
以
後
の

号
未
見
。
)
ま
た
「
性
之
研
究
」
特
別
号
と
し
て
雑

誌
「
責
淫
研
究
」
を
大
正
十
年
八
月
に
創
刊
し
た
。

「
性
之
研
究
」
第
三
巻
第
一
号
(
大
正
十
年
四
月
)

に
は
「
責
淫
研
究
」
創
刊
号
の
予
告
が
一
面
を
使
っ

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
北
野
博
美
氏
十
年
間
の
研

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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究
漸
く
成
る
」
と
い
う
コ
ピ
ー
の
あ
と
に
《
北
野
》

自
身
の
言
葉
と
し
て
「
私
は
此
の
問
題
の
研
究
に
従

事
す
る
や
う
に
な
っ
て
早
や
足
掛
け
十
三
ヶ
年
の
時

日
を
経
過
し
た
。
」
と
い
う
言
葉
が
載
せ
ら
れ
て
い

る
。
(
逆
算
し
て
み
る
と
明
治
犯
年
以
来
(
日
歳
の

こ
ろ
よ
り
)
《
北
野
》
は
こ
の
間
題
と
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
に
な
る
。
《
北
野
》
の
「
性
研
究
」
は
福

井
商
業
学
校
を
中
退
し
新
聞
記
者
に
な
っ
た
こ
ろ
に

始
ま
る
こ
と
と
な
る
。
あ
る
い
は
《
北
野
》
は
新
聞

記
者
と
し
て
性
風
俗
関
係
の
事
柄
を
専
ら
取
材
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
川
村
邦
光
は
「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
の
近
代
」
(
講
談
社
新
書
メ
チ
エ
伺
)
の
中

で
明
治

ω年
代
と
い
う
時
代
を
、
明
治
担
年
高
山
樗

牛
が
「
美
的
生
活
を
論
ず
』
で
性
慾
を
『
人
性
本
然

の
要
求
』
と
肯
定
的
に
捉
え
た
こ
と
を
契
機
と
し
て

「
産
婦
人
科
医
、
性
科
学
者
(
性
欲
学
者
)
と
い
っ

た
専
門
家
が
一
般
向
け
の
セ
ク
ソ
ロ
ジ

l
の
本
を
出

し
て
い
く
」
時
代
と
規
定
す
る
。
前
述
し
た
明
治
末

年
の
「
ロ
シ
ア
文
学
ブ

l
ム
」
と
並
行
し
て
あ
る
い

は
北
野
の
志
向
を
こ
う
し
た
時
代
的
な
流
れ
の
う
え

で
捉
、
え
か
え
す
こ
と
も
ま
た
可
能
で
あ
ろ
う
。
)

「
懸
愛
講
座
」
第
四
輯
と
し
て
発
行
さ
れ
た
「
宗
教

的
態
愛
の
研
究
」
は
「
多
大
な
る
好
評
の
下
に
忽
ち

責
切
れ
と
な
り
、
爾
来
久
し
く
書
庖
に
其
影
を
失
つ
化
し
て
来
て
一
時
対
労
働
問
題
で
騒
い
で
ゐ
て
出
来
る

た
」
が
「
其
後
の
注
文
に
封
し
て
は
不
止
得
御
断
り
本
も
多
く
こ
の
方
面
計
り
で
あ
っ
た
が
近
時
大
分
そ

を
し
て
い
た
次
第
で
あ
っ
た
が
、
あ
ま
り
の
こ
と
れ
も
厭
が
来
て
性
慾
問
題
が
盛
ん
に
な
っ
て
来
た
。

l
I
l
l
1
1
1
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1』
v
b
l
l
!

に
」
『
性
と
宗
教
』
と
改
題
し
て
重
版
さ
れ
た
こ
と
津
田
順
次
郎
の
「
性
」
北
野
博
美
氏
の
「
性
の
研

が
「
性
之
研
究
」
(
第
三
一
巻
第
四
号
大
正
十
年
九
究
」
は
共
に
月
刊
雑
誌
と
し
て
益
々
務
行
部
教
を
加

月
号
)
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
大
正
八
年
夏
に
産
声
へ
ら
れ
他
に
多
く
の
著
書
も
出
版
さ
れ
て
来
た
。
異

を
あ
げ
た
「
性
之
研
究
舎
」
並
ぴ
に
雑
誌
「
性
之
研
面
白
に
性
の
研
究
を
き
る
、
人
が
多
く
な
っ
て
来
た

究
」
は
そ
の
後
、
「
態
愛
講
座
」
「
責
淫
研
究
」
な
の
が
何
よ
り
喜
こ
ば
し
い
。
」
(
大
正
九
年
六
月
)

ど
の
兄
弟
誌
を
増
や
し
な
が
ら
順
調
な
成
長
を
遂
げ
「
北
野
博
美
氏
主
筆
の
「
性
之
研
究
」
は
第
二
の
三

て

い

る

よ

う

で

あ

っ

た

。

迄

護

行

さ

れ

た

、

そ

う

し

て

愈

々

箕

面

白

に

真

剣

に

「
O
性
の
問
題
が
大
流
行
し
て
ゐ
る
」
と
は
「
郷
性
の
研
究
を
稜
表
さ
れ
て
ゐ
る
。
ヨ
タ
な
記
事
が
な

土
趣
味
」
(
大
正
十
年
三
月
号
)
の
「
編
集
徐
話
」
い
丈
堅
す
ぎ
る
恐
れ
は
あ
る
が
見
て
ゐ
て
其
熱
心
に

の
中
の
言
葉
で
あ
る
が
、
確
か
に
こ
の
時
期
「
性
之
感
心
を
す
る
。
(
中
略
)
尚
は
十
一
月
か
ら
「
慾
愛

研
究
」
自
己
増
殖
運
動
(
「
怒
愛
講
座
」
「
責
淫
研
講
座
」
も
稜
行
さ
れ
た
、
こ
う
云
っ
た
も
の
は
軽
薄

究
」
な
ど
の
新
雑
誌
創
刊
)
の
他
に
津
田
順
次
郎
主
に
な
り
安
い
も
の
で
あ
る
。
が
内
容
も
中
々
充
賓
し

宰
の
「
性
」
(
一
九
二

O
)
羽
太
鋭
治
主
筆
の
「
性
て
ゐ
る
。
吾
々
は
性
と
か
慾
愛
と
か
を
真
面
目
に
研

慾
と
人
生
」
(
一
九
二

O
)
日
本
性
学
会
刊
行
「
慾
究
き
る
、
方
に
こ
の
雨
誌
を
推
薦
す
る
。
(
縁

愛
」
(
一
九
二
二
田
中
香
涯
主
宰
の
「
愛
態
性
紅
)
」
(
大
正
九
年
二
一
月
裏
表
紙
)
し
か
し
、
そ

慾
」
二
九
二
二
)
な
ど
こ
の
種
の
雑
誌
の
増
加
は
、
の
隆
盛
も
極
め
て
つ
か
の
間
の
こ
と
に
過
ぎ
な
か
っ

大
正
十
年
代
初
期
の
一
現
象
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
た
。

で
き
る
。
時
代
の
流
行
の
波
に
《
北
野
》
は
ま
さ
に
東
大
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
雑

乗
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
更
に
「
郷
土
趣
味
」
の
「
編
誌
「
性
之
研
究
」
は
大
正
八
年
一
二
月
一
五
日
発
行

集
徐
録
」
を
追
っ
て
み
る
。
「
世
の
中
は
追
々
に
愛
の
創
刊
号
か
ら
大
正
十
年
一
一
月
二

O
日
発
行
の
第
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三
巻
第
七
号
ま
で
で
あ
る
。
第
三
巻
第
七
号
は
別
に

終
刊
号
と
題
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
が
、
実

は
あ
る
事
情
を
も
っ
て
ど
う
や
ら
「
性
之
研
究
」
は

こ
こ
で
終
刊
を
迎
え
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
よ

う
な
の
だ
。
(
前
出
・
斎
藤
昌
三
著
「
お
人
の
好
色

家
」
中
の
「
雑
誌
『
性
之
研
究
』
が
(
中
略
)
休
刊

し
た
の
は
大
正
十
年
頃
か
。
」
と
い
う
記
述
を
一
つ

の
裏
付
け
と
し
た
い
。
)
「
あ
る
事
情
」
に
つ
い
て

は
「
性
之
研
究
」
第
三
巻
第
四
号
(
大
正
十
年
九
月

号
)
の
「
本
誌
の
稜
責
禁
止
に
就
い
て
」
に
詳
し
い

の
で
こ
こ
か
ら
引
用
し
た
い
。
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主
ハ
の
一本

誌
第
三
巻
第
二
競
は
、
立
ハ
稜
行
後
数
日
に
し
て

突
然
其
筋
よ
り
愛
責
を
禁
止
す
る
旨
命
ぜ
ら
れ
た
如

何
な
る
理
由
に
擦
る
か
は
詳
し
き
説
明
な
き
為
め
判

断
に
苦
し
む
黙
な
き
に
非
ら
ざ
る
も
、
一
検
閲
官
の

言
辞
よ
り
推
察
す
れ
ば
引
制
捌
劃
剖
割
引
刷
倒
創
劇

乱
す
べ
し
と
認
め
ら
れ
た
る
も
の
あ
る
如
く
主
と
し

て
ヴ
エ
ツ
キ
の
「
生
理
撃
よ
り
観
た
る
性
的
行
為
」

注
意
の
的
と
な
り
た
る
如
し
。
五
ロ
等
は
如
何
な
る
黙

よ
り
考
察
す
る
も
此
の
一
文
が
現
代
の
善
良
な
る
風

俗
を
壊
乱
す
る
虞
れ
あ
り
と
は
認
め
ら
れ
ざ
る
も
賞

内
海

北
野
博
美
の
大
正
時
代

局
に
は
蛍
局
の
観
る
所
あ
り
て
の
こ
と
な
れ
ば
今
更

多
く
を
言
ふ
の
必
要
な
か
る
べ
し
と
信
ず
。
唯
だ
五
ロ

等
は
五
口
等
の
信
ず
る
慮
に
従
ひ
、
飽
く
ま
で
も
人
類

生
活
の
向
上
と
幸
福
と
を
希
ふ
衷
心
よ
り
致
せ
る
も

の
な
る
以
上
嘗
局
と
は
不
幸
其
見
解
を
異
に
す
る
貼

あ
り
た
り
と
す
る
口
牽
も
恥
、
す
べ
き
行
為
と
は
考
へ

ざ
る
も
、
若
し
果
し
て
此
一
文
が
異
に
今
日
の
善
良

な
る
風
俗
を
壊
乱
す
べ
き
性
質
の
も
の
な
り
し
な
ら

ば
吾
等
葱
に
深
く
其
の
不
明
を
謝
し
て
以
後
は
更
に

一
層
の
慎
重
な
る
態
度
を
以
て
斯
撃
の
為
め
、
人
類

の
た
め
に
蓋
粋
せ
ん
と
希
ふ
の
み
。
舎
員
並
に
請
者

諸
氏
の
た
め
更
め
て
蕊
に
吾
等
が
信
念
と
態
度
と
を

明
か
に
し
て
置
く
。

主
ハ
の
二

本
誌
第
三
巻
第
二
競
は
其
の
稜
行
後
数
日
に
し
て

突
然
稜
責
禁
止
の
命
を
う
け
た
が
、
其
後
八
月
十
九

日
東
京
地
方
裁
判
所
鈴
木
検
事
は
編
輯
人
北
野
千
香

を
召
喚
し
て
本
誌
並
び
に
本
舎
の
性
質
に
就
い
て

種
々
訊
問
す
る
庭
が
あ
っ
た
。
其
後
の
経
過
に
就
い

て
は
何
れ
次
競
に
詳
細
す
る
議
定
で
あ
る
が
、
一
逗
同

岡
掴
剖
剖
寸
刻
州
削
判
判
叶
剖
叫
↓
E
瑚
割
削
川
劇

た
る
性
的
行
為
」
及
び
つ
ゆ
香
の
「
慮
女
と
キ
ッ

ス
」
の
二
篇
で
あ
っ
た
。
而
も
不
幸
に
し
て
此
二
篇

は
何
れ
も
編
輯
人
千
香
の
執
筆
せ
る
も
の
冶
み
で
あ

っ
た
為
め
に
、
総
べ
て
の
責
任
が
同
人
一
人
で
負
は

ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。
其
後
本
件
は
東
京
区

裁
判
所
に
移
さ
れ
た
る
如
く
、
二
十
四
日
更
に
東
京

区
裁
判
所
下
回
検
事
よ
り
の
召
喚
あ
り
、
罰
金
の
金

高
及
び
略
式
裁
判
を
以
て
し
て
は
如
何
と
の
相
談
が

あ
っ
た
。
吾
等
編
輯
部
と
し
て
の
考
へ
も
あ
れ
ば
、

目
下
其
の
方
法
に
就
い
て
考
究
中
で
あ
る
が
、
何
れ

次
競
に
於
て
詳
し
い
報
告
が
し
た
ひ
と
思
ふ
。

主
ハ
の
三

本
誌
が
護
費
禁
止
と
な
っ
た
と
聞
い
た
時
私
は

一
寸
驚
い
た
。
然
し
此
の
驚
き
は
や
が
て
或
る
喜
び

に
繁
っ
て
行
っ
た
。
そ
れ
は
最
近
性
慾
研
究
と
い
ふ

こ
と
が
我
園
の
流
行
に
な
っ
て
|
勿
論
そ
れ
が
真
警

な
研
究
で
あ
る
な
ら
吾
等
の
喜
ぶ
所
で
あ
る
が
、
何

れ
も
刺
戟
的
文
字
を
並
べ
て
青
年
の
好
奇
心
を
唆
ら

う
と
す
る
、
責
ら
ん
哉
主
義
の
も
の
で
|
こ
の
事
に

就
い
て
は
既
に
度
々
述
べ
て
置
い
た
が
あ
る
か
ら
、

そ
れ
で
は
名
を
研
究
に
か
つ
て
却
っ
て
其
本
質
を
毒

す
る
も
の
だ
と
私
か
に
憂
苦
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
本
競
の
護
費
禁
止
が
彼
等
に
と
っ
て
の
一
大
警

告
と
な
り
は
し
な
い
か
と
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
本

誌
の
態
度
、
吾
等
の
信
念
が
如
何
に
真
撃
で
忠
賓
で
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若
越
郷
土
研
究

四
十
四
巻
二
号
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あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
は
今
更
私
自
身
の
口
か
ら
言
は

ず
と
も
讃
者
の
線
べ
て
が
既
に
充
分
に
承
知
し
て
お

ら
れ
る
筈
で
あ
る
が
、
此
の
名
誉
あ
る
本
誌
に
多
少

の
庇
を
つ
け
た
罪
は
吾
等
の
深
く
謝
す
る
慮
で
あ
る
。

其
の
一

i
三
ま
で
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
た
記
事
の

内
容
は
「
性
之
研
究
」
(
第
三
巻
第
二
号
)
「
発
禁

事
件
」
の
経
過
説
明
と
自
己
弁
護
の
主
に
二
種
類
に

分
か
れ
る
と
思
う
。
発
禁
処
分
の
対
象
と
な
っ
た
の

は
ヴ
エ
ツ
キ
の
「
生
理
撃
よ
り
観
た
る
性
的
行
為
」

と
つ
ゆ
香
(
北
野
千
加
の
筆
名
)
の
「
慮
女
と
キ
ッ

ス
」
の
二
編
で
あ
る
が
、
前
者
は
性
交
に
関
す
る
医

学
的
論
文
で
あ
り
、
後
者
は
筆
者
の
フ
ァ
ー
ス
ト
キ

ス
に
ま
つ
わ
る
た
わ
い
も
な
い
エ
ッ
セ
イ
に
過
ぎ
な

い
。
今
日
的
観
点
か
ら
見
れ
ば
勿
論
の
こ
と
、
当
時

の
モ
ラ
リ
テ
ィ
!
の
水
準
か
ら
し
て
も
「
風
俗
壊
乱

す
る
虞
れ
」
な
ど
到
底
あ
る
も
の
と
は
思
え
な
い
。

「
一
寸
驚
い
た
」
の
は
《
北
野
》
ば
か
り
で
は
あ
る

ま
い
。
当
局
が
問
題
に
し
た
か
っ
た
の
は
そ
の
内
容

云
々
よ
り
も
寧
ろ
こ
れ
ら
を
執
筆
こ
編
は
翻
訳
)

し
た
人
物
そ
の
人
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
「
何
れ
も
編

輯
人
千
香
の
執
筆
せ
る
も
の
」
そ
こ
に
問
題
点
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
饗
態
心
理
」
と
の
兼
合
か
実

質
上
の
出
資
者
だ
か
ら
か
「
性
之
研
究
」
の
端
技
行
兼

編
輯
人
は
創
刊
時
よ
り
ず
っ
と
《
北
野
博
美
》
自
身

で
は
な
く
妻
の
北
野
千
加
に
な
っ
て
い
た
。
当
局
は

そ
こ
へ
日
を
つ
け
て
「
線
べ
て
の
責
任
」
を
「
同
人

一
人
で
負
は
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
」
し
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
女
性
が
お
お
っ
ぴ
ら
に
自
身
の
性
体
験

を
赤
裸
々
に
綴
っ
た
り
、
性
研
究
に
携
わ
っ
た
り
す

る
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
が
当
局
を
刺
激
し
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
「
最
近
」
の
「
性
慾
研
究
と
い

ふ
」
「
我
園
の
流
行
」
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の

「
見
せ
し
め
」
と
し
て
彼
女
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
(
「
鳶
魚
日
記
」
大
正
十

二
年
八
月
十
八
日
の
欄
に
貼
付
し
て
あ
る
「
前
月
の

新
聞
紙
」
の
記
事
の
切
抜
。
「
性
研
究
/
少
女
新
耽

性
研
究
、
質
疑
教
室
由
君
主
(
師
、
昂
然
種
馬
場
中
去
、

喜
見
雌
雄
交
尾
姿
」
「
性
研
究
」
の
流
行
は
千
香
を

「
見
せ
し
め
」
に
し
た
く
ら
い
で
は
止
ま
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
)

言
葉
の
う
え
で
は
め
げ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る

が
実
際
の
と
こ
ろ
《
北
野
》
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か

っ
た
よ
う
で
「
舎
事
務
並
に
雑
誌
編
輯
事
務
は
、
一

切
編
輯
部
同
人
諸
氏
に
委
任
」
し
て
大
正
十
年
八
月

よ
り
「
強
度
の
神
経
衰
弱
」
の
た
め
群
馬
県
新
田
郡

薮
塚
に
転
居
し
て
い
る
こ
と
が
『
性
之
研
究
』
(
特

別
号
「
賓
淫
研
究
」
大
正
十
年
九
月
)
の
後
付
け
か

ら
伺
え
る
。
「
性
之
研
究
」
(
大
正
十
年
十
月
号
)

「
編
輯
室
に
て
」
で
は
研
究
会
事
務
主
任
の
杉
原
賢

二
が
「
つ
ゆ
香
が
こ
れ
か
ら
大
い
に
や
る
。
(
中

略
)
自
分
達
も
讃
者
諸
君
と
共
に
、
大
な
る
期
待
を

持
っ
て
ゐ
る
。
」
と
記
し
て
い
る
が
、
実
際
の
と
こ

ろ
は
こ
の
あ
と
ま
も
な
く
「
性
之
研
究
」
は
休
刊
と

な
っ
た
よ
う
だ
。
な
お
第
三
巻
第
七
号
の
「
編
輯
室

よ
り
」
に
は
「
本
誌
六
月
続
も
遂
に
罰
金
二
百
園
と

い
ふ
こ
と
で
解
決
が
つ
き
ま
す
。
」
と
一
言
だ
け
報

告
が
あ
る
。

「
郷
土
趣
味
」
(
大
正
十
一
年
五
月
号
)
の
「
編

輯
徐
録
」
に
は
「
性
の
雑
誌
も
大
饗
な
勢
で
毅
展
し

性
的
紳
の
記
事
も
再
三
記
さ
れ
て
ゐ
ま
す
が
さ
て
喜

し
い
も
の
も
少
い
し
又
一
寸
聾
を
ひ
そ
め
た
様
に
思

ひ
ま
す
」
と
あ
る
。
「
一
寸
替
を
ひ
そ
め
た
様
に

思
」
う
と
い
う
の
は
「
性
之
研
究
」
大
正
十
年
六
月

号
の
発
禁
処
分
を
念
頭
に
お
い
て
の
言
葉
だ
と
思
わ

れ
る
。北

野
晃
氏
は
後
年
、
官
憲

O
B
よ
り
「
(
事
件

が
)
な
に
も
な
い
と
き
や
手
柄
を
立
て
た
い
時
は
あ

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



そ
こ
(
北
野
博
美
宅
・
性
之
研
究
会
)
へ
行
け
ば
よ

い
。
必
ず
な
に
か
あ
る
か
ら
」
と
い
う
こ
と
が
当
局

担
当
官
の
聞
で
密
か
に
犠
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

を
聞
い
た
そ
う
で
あ
る
。
当
局
担
当
官
に
す
れ
ば
北

野
の
活
動
の
学
問
的
意
義
な
ど
与
か
り
知
ら
ぬ
こ
と

だ
っ
た
の
だ
。
数
回
に
及
ぶ
「
手
入
れ
」
(
註
ロ
)

や
「
風
俗
壊
乱
罪
」
の
適
応
に
よ
り
、
《
北
野
》
は

す
っ
か
り
性
の
研
究
に
対
す
る
情
熱
を
失
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
、
7
0

鳶
魚
を
手
伝
う
日
々
【
大
正
十
一
年
】

《
北
野
博
美
》
が
妻
・
千
加
を
伴
っ
て
こ
の
年
の

四
月
十
九
日
、
南
方
熊
楠
を
訪
な
っ
て
い
る
様
子
は

「
上
京
日
記
」
(
『
南
方
熊
楠
全
集
』
第
十
巻
五
十

一
ペ
ー
ジ
)
に
明
ら
か
だ
。

7 

29 

(
筆
者
注
午
前
中
に
四
谷
南
伊
賀
町
の
大
久
保
利

武
を
訪
ね
た
後
)
宿
に
帰
り
て
昼
寝
熟
睡
中
へ
下
女

来
た
り
、
北
野
博
美
氏
訪
わ
る
と
告
ぐ
。
よ
っ
て
起

き
て
面
談
す
。
こ
の
人
、
齢
三
十
歳
、
至
っ
て
篤
実

温
厚
の
人
な
り
。
前
年
よ
り
『
性
之
研
究
』
を
発
行

し
、
ず
い
ぶ
ん
よ
く
売
れ
る
が
、
生
来
病
身
に
て
一

月
来
休
刊
、
し
か
る
に
某
呉
服
庖
の
主
管
同
情
し
て

内
海

北
野
博
美
の
大
正
時
代

出
資
し
、
来
月
よ
り
ま
た
刊
行
を
続
け
る
よ
し
。
そ

の
妻
千
加
女
二
十
六
歳
と
の
聞
に
子
二
人
あ
り
、
千

加
女
は
オ
姿
兼
備
の
人
、
去
年
接
吻
の
こ
と
を
妙
筆

で
書
き
し
よ
り
二
百
円
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
、
す
で

に
入
監
せ
ん
と
せ
し
も
、
博
美
氏
田
舎
の
持
宅
を
売

っ
て
償
い
し
と
聞
く
。
い
ず
こ
に
も
化
物
と
金
と
は

な
き
も
の
と
浩
歎
予
」
れ
を
久
し
う
す
。

は
既
に
見
て
き
た
と
お
り
『
性
之
研
究
」
(
第
三
巻

六
号
大
正
十
年
六
月
号
)
掲
載
の
「
処
女
と
キ
ッ

ス
」
な
ら
び
に
ヴ
エ
ツ
キ
「
生
理
撃
よ
り
観
た
る
性

的
行
為
」
に
対
す
る
「
風
俗
壊
乱
罪
」
の
適
用
、
罰

金
刑
処
分
と
い
う
経
緯
と
一
致
す
る
。
「
博
美
氏
田

舎
の
持
宅
を
売
っ
て
償
い
し
」
と
い
う
の
は
後
に
斎

藤
昌
三
の
文
章
に
見
る
よ
う
に
「
細
君
の
里
か
ら
買

っ
て
貰
っ
た
目
白
の
家
」
の
売
却
を
意
味
し
て
い
る
。

熊
楠
の
叙
述
よ
り
可
能
な
考
察
を
い
く
つ
か
行
つ
(
北
野
晃
氏
証
言
)

て
み
よ
う
。
ま
ず
北
野
夫
妻
の
年
齢
に
つ
い
て
だ
が
、
熊
楠
の
叙
述
が
確
か
な
も
の
で
あ
れ
ば
「
性
之
研

そ
れ
ぞ
れ
コ
二
十
歳
」
「
二
十
六
歳
」
と
い
う
の
は
究
』
は
前
年
十
二
月
ま
で
刊
行
が
続
い
て
い
た
こ
と

満
年
齢
で
な
く
、
数
え
歳
に
よ
る
も
の
。
「
前
年
ょ
に
な
る
。
東
大
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て

り
『
性
之
研
究
』
を
発
行
」
と
あ
る
が
、
実
際
の
創
い
る
『
性
之
研
究
』
は
大
正
十
年
十
月
号
ま
で
だ
っ

刊
は
大
正
八
年
十
二
月
の
こ
と
だ
っ
た
か
ら
三
年
前
た
の
で
尚
二
カ
月
分
の
刊
行
が
続
い
て
い
た
の
だ
ろ

が
正
確
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
ず
い
ぶ
ん
よ
く
売
れ
う
か
。
そ
し
て
「
来
月
よ
り
ま
た
刊
行
を
続
け
る
よ

る
」
と
い
う
の
は
他
の
様
々
な
文
献
で
既
に
見
て
き
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
大
正
十
一
年
五
月
か
ら
「
性

た
通
り
。
「
病
身
に
て
・
:
休
刊
」
と
い
う
の
は
『
性
之
研
究
」
は
再
開
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
性
之
研

之
研
究
』
誌
上
に
見
た
「
強
度
の
神
経
衰
弱
」
と
い
究
』
再
開
に
つ
い
て
北
野
に
同
情
・
出
資
し
た
「
某

う
記
載
や
斎
藤
昌
三
の
「
少
雨
荘
交
遊
録
」
に
あ
っ
呉
服
庖
の
主
管
」
と
は
だ
れ
の
こ
と
だ
ろ
う
。
「
某

た
「
・
:
文
筆
活
動
に
転
向
し
た
が
、
い
き
冶
か
無
理
呉
服
庖
」
と
は
『
慾
愛
講
座
』
な
ど
の
裏
表
紙
に
し

も
あ
っ
た
か
神
経
衰
弱
を
起
し
云
々
」
と
い
っ
た
記
ば
し
ば
宣
伝
を
う
っ
て
い
る
「
白
木
屋
呉
服
庖
」
の

述
に
一
致
す
る
。
「
去
年
接
吻
の
こ
と
を
妙
筆
で
書
こ
と
だ
ろ
う
か
。
「
熊
楠
日
記
」
の
発
見
に
よ
り
ま

き
し
よ
り
二
百
円
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
」
と
い
う
の
た
新
た
な
謎
が
生
ま
れ
た
。
『
南
方
熊
楠
全
集
」

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



若
越
郷
土
研
究

四
十
四
巻
二
号

30 

(
別
巻

2

二

七

九

ペ

ー

ジ

平

凡

社

司

)

の

「
年
譜
」
よ
り
《
北
野
》
は
六
月
九
日
に
も
熊
楠
を

訪
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
詳
細
に
つ

い
て
は
不
明
。
(
「
熊
楠
日
記
」
が
全
面
公
開
さ
れ

れ
ば
熊
楠
と
北
野
と
の
交
流
関
係
も
も
う
少
し
明
ら

か
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
平

凡
社
の
全
集
か
ら
わ
か
る
の
は
こ
こ
ま
で
。
)

「
三
田
村
鳶
魚
日
記
」
大
正
十
一
年
四
月
二
八
日

の
項
に
は
「

O
夜
、
土
屋
直
三
郎
、
杉
原
光
成
氏
等
、

性
之
研
究
救
済
の
こ
と
に
つ
き
来
話
」
と
あ
る
。
ま
「
妻
君
の
里
か
ら
買
っ
て
貰
っ
た
目
白
の
家
も
、

た
六
月
四
日
に
は
「

O
夜
北
野
博
美
氏
。
」
と
あ
る
。
売
つ
て
は
買
い
戻
さ
れ
る
こ
と
再
三
だ
っ
た
ら
し

こ
れ
ら
の
記
載
か
ら
大
正
十
一
年
に
入
っ
て
か
ら
も
い
」
「
妻
君
持
参
の
も
の
も
再
三
再
四
、
七
ツ
屋
へ

「
性
之
研
究
」
再
開
に
向
け
て
の
動
き
は
あ
る
程
度
往
返
し
た
ら
し
い
」
(
こ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
斎
藤
昌

あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
が
そ
れ
も
つ
い
に
は
実
現
し
三
が
広
瀬
千
香
か
ら
直
接
聞
い
た
こ
と
だ
ろ
う
が
)

な

か

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

言

葉

か

ら

類

推

で

き

る

の

は

、

一

見

順

調

斎
藤
昌
三
は
前
出
「
犯
人
の
好
色
家
』
の
中
で
誠
な
よ
う
に
見
、
え
た
「
性
之
研
究
合
同
」
の
出
版
事
業
も

に
手
厳
し
い
《
性
之
研
究
始
末
記
》
め
い
た
内
容
の
裏
を
返
せ
ば
火
の
車
の
台
所
事
情
だ
っ
た
と
い
う
こ

発

一

言

を

し

て

い

る

。

と

だ

。

(

広

瀬

千

香

は

「

数

年

来

、

経

営

し

て

ゐ

た

月
刊
誌
が
不
振
で
、
漬
れ
か
か
っ
て
ゐ
た
。
お
ま
け

に
、
私
の
家
庭
も
、
末
期
症
状
で
、
解
体
に
瀕
し
て

ゐ
た
時
で
あ
っ
た
。
結
婚
十
年
目
、
も
う
ニ
ツ
チ
も

サ
ッ
チ
も
い
か
な
い
、
ギ
リ
ギ
リ
の
所
に
来
て
、
遂

に
大
正
の
末
年
、
一
切
崩
壊
、
目
白
の
家
を
棄
て
て
、

の
非
常
な
悩
み
と
煩
悶
の
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ

る
し
、
そ
れ
を
家
人
に
強
い
て
か
く
そ
う
と
し
た
結

果
が
、
彼
を
神
経
衰
弱
に
陥
れ
た
の
だ
。
/
そ
れ
故

折
角
妻
君
の
里
か
ら
買
っ
て
貰
っ
た
目
白
の
家
も
、

売
っ
て
は
買
い
戻
さ
れ
る
こ
と
再
三
だ
っ
た
ら
し
く
、

妻
君
持
参
の
も
の
も
再
三
再
四
、
七
ツ
屋
へ
往
返
し

た
ら
し
か
っ
た
の
は
、
彼
の
無
能
力
と
人
知
れ
ぬ
虚

栄
が
あ
っ
た
の
だ
。

『
性
之
研
究
』
に
し
て
も
彼
の
カ
に
は
少
し
重
荷

過
ぎ
て
い
た
。
従
っ
て
内
容
が
、
性
の
問
題
か
ら
兎

角
民
俗
の
方
に
流
れ
が
ち
で
あ
り
、
彼
の
力
は
そ
れ

ら
を
研
究
す
る
に
は
余
り
貧
弱
で
あ
る
と
こ
に
、
彼

大
森
へ
引
移
っ
た
。
」
と
当
時
の
様
子
を
語
る
。

「
青
燈
社
の
出
版
」
『
思
ひ
出
雑
多
帖
』
)

し
か
し
仮
に
斎
藤
の
言
う
通
り
だ
と
し
た
ら
(
自

身
の
力
が
「
そ
れ
ら
を
研
究
す
る
に
は
余
り
に
貧
弱

で
あ
る
」
と
し
て
「
非
常
な
悩
み
と
煩
悶
」
を
《
北

野
》
が
抱
い
て
い
た
と
し
た
ら
)
そ
れ
は
後
年
彼
が

折
口
信
夫
に
接
近
し
て
い
く
非
常
に
強
い
動
機
と
な

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
「
内
容
が
、
性
の
問
題
か

ら
兎
角
民
俗
の
方
に
流
れ
が
ち
」
に
な
っ
た
と
い
う

の
は
《
北
野
》
の
興
味
/
研
究
対
象
が
「
性
之
研
究

舎
」
設
立
の
こ
ろ
の
よ
う
な
掴
み
ど
こ
ろ
の
な
い
・

漠
然
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
民
俗
学
の
方
向
に
焦

点
が
あ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

「
無
能
力
と
人
知
れ
ぬ
虚
栄
」
と
い
う
指
摘
は
前
夫

《
北
野
博
美
》
に
対
す
る
広
瀬
千
香
の
批
判
を
斎
藤

昌
三
が
代
弁
(
か
た
が
わ
り
)
し
た
も
の
か
。
し
か

し
学
問
的
な
能
力
は
さ
て
お
い
て
生
活
能
力
と
い
う

こ
と
に
関
し
て
は
《
北
野
》
は
「
無
能
力
」
と
言
わ

れ
で
も
仕
方
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
高

崎
年
譜
」
の
「
家
は
:
・
足
の
踏
み
場
も
な
か
っ
た
」

「
猫
の
食
べ
物
は
や
か
ま
し
い
く
せ
に
、
奥
さ
ん
に

は
二
日
に
一
杯
の
う
ど
ん
を
あ
て
が
っ
て
、
徹
宵
梯

子
で
渡
り
歩
い
た
」
な
ど
と
い
う
記
述
を
思
い
浮
か
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べ
る
と
彼
に
家
族
を
も
顧
み
よ
う
と
し
な
い
無
頼
性

が
存
し
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
と
思
う
の
だ
。

後
々
そ
の
無
頼
性
が
二
度
に
わ
た
る
家
庭
崩
壊
を
招

く
因
と
な
っ
た
し
、
家
庭
的
の
不
幸
と
孤
独
な
死
へ

と
自
ら
を
追
い
詰
め
て
行
く
端
と
な
っ
た
こ
と
は
否

め
な
い
だ
ろ
う
。

き
て
再
び
「
鳶
魚
日
記
」
よ
り
《
北
野
》
の
動
向

を
探
っ
て
み
た
い
。
大
正
十
一
年
八
月
一
七
日
の
項

は
「
性
之
研
究
」
以
降
の
《
北
野
》
の
様
子
を
如
実

に
語
っ
て
く
れ
る
も
の
な
の
で
こ
こ
に
引
用
す
る
。

O
北
野
博
美
氏
来
リ
、
神
田
島
市
文
堂
ニ
テ
鐘
が
鳴
る

ノ
出
版
ニ
付
キ
条
件
ヲ
間
フ
、
先
方
次
第
ト
答
フ
、

併
セ
テ
実
業
之
世
界
社
創
刊
ノ
婦
人
雑
誌
へ
寄
稿
ヲ

求
ム
、
月
内
二
十
四
五
枚
ノ
モ
ノ
ヲ
要
ス
、
忙
シ
ケ

レ
ド
モ
承
認
ス
、
剛
酎
斗
ベ
倒
剥
刷
到
刷
出
司
副
川

同
情
ス
ベ
キ
フ
シ
モ
ア
レ
パ
ナ
リ
。
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《
北
野
》
は
「
性
之
研
究
」
休
刊
の
の
ち
、
「
神

田
崇
文
堂
」
や
「
実
業
之
世
界
社
」
な
ど
の
編
集
業

務
の
下
請
け
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
自
ら
の
立

脚
点
を
失
い
(
と
り
あ
え
ず
生
計
を
立
て
る
た
め
で

あ
ろ
う
が
)
フ
リ

l
エ
デ
ィ
タ
!
と
し
て
再
出
発
を

内
海

北
野
博
美
の
大
正
時
代

し
て
い
る
。
実
業
之
世
界
は
大
正
初
期
《
北
野
》
が

関
係
し
た
出
版
社
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
当
時
か
ら
知

る
編
集
者
の
安
成
二
郎
が
彼
に
仕
事
を
回
し
て
く
れ

た
の
だ
ろ
う
。
鳶
魚
も
多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調

整
し
て
《
北
野
》
の
も
っ
て
き
た
話
に
乗
っ
て
や
ろ

う
と
し
て
い
る
。
「
同
氏
ニ
ハ
性
之
研
究
敗
亡
ニ
ヨ

リ
同
情
ス
ベ
キ
フ
シ
モ
ア
レ
パ
ナ
リ
」
広
瀬
千
香
の

「
共
古
ノ

l
ト
」
の
中
に
鳶
魚
が
「
性
之
研
究
」
に

対
し
て
多
大
な
支
援
を
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た

が
、
鳶
魚
の
支
援
は
「
性
之
研
究
」
以
降
も
絶
え
る

こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
が
こ
の
文
章
よ
り
わ
か
る
。

そ
の
後
も
《
北
野
》
は
鳶
魚
と
崇
文
堂
と
の
な
か
を

と
り
も
っ
て
出
版
の
話
を
進
め
て
い
る
。

「
八
月
二
十
日

O
北
野
氏
よ
り
崇
文
堂
の
方
略
H

決
定
の
報
も
あ
り
。
」
「
八
月
三
十
一
日
北
野
氏

へ
今
日
ま
で
に
寄
稿
の
約
を
履
む
能
は
ざ
る
よ
し
を

通
じ
て
あ
や
ま
る
。
何
分
余
分
の
執
筆
は
心
掛
け
な

が
ら
も
暇
を
得
ざ
る
な
り
。
」
「
九
月
一
日
北
野

氏
ヨ
リ
明
朝
崇
文
堂
同
伴
来
訪
ノ
報
有
。
」
「
九
月

一
一
日
北
野
氏
は
崇
文
堂
主
人
斎
藤
熊
三
郎
を
同
伴

し
て
来
る
、
相
談
の
上
江
戸
回
顧
上
野
と
浅
草
と
い

ふ
書
名
に
定
め
、
四
五
日
中
原
稿
を
渡
す
こ
と
に
約

束
す
。
」

「
八
月
三
十
一
日
」
の
項
な
ど
は
端
か
ら
見
て
い

て
も
鳶
魚
が
気
の
毒
に
思
え
て
く
る
。
も
と
も
と

《
北
野
》
に
「
同
情
ス
ベ
キ
フ
シ
モ
ア
レ
パ
」
「
忙

シ
ケ
レ
ド
モ
承
認
」
し
た
仕
事
で
あ
る
。
予
定
外
の

仕
事
な
の
で
「
何
分
余
分
の
執
筆
は
心
掛
け
な
が
ら

も
暇
を
得
ざ
る
」
と
い
っ
た
状
態
な
の
だ
。
《
北

野
》
の
顔
は
立
て
て
や
り
た
い
、
し
か
し
忙
し
い
。

鳶
魚
は
あ
る
種
土
壇
場
に
た
た
さ
れ
て
い
た
。

「
九
月
七
日

O
上
野
と
浅
草
を
整
理
し
、
緒
言

を
草
し
、
島
市
文
堂
へ
明
日
午
後
来
訪
を
求
む
。
」

「
九
月
八
日

O
夜
崇
文
堂
を
招
き
原
稿
を
渡
し
、

書
名
を
江
戸
の
思
出
上
野
と
浅
草
と
定
む
。
」
「
九

月
二
十
日

O
出
社
、
崇
文
堂
を
呼
び
寄
せ
、
写
真

を
渡
す
。
」
「
九
月
二
十
八
日
崇
文
堂
来
り
、
校

正
は
一
日
よ
り
と
い
ふ
、
写
真
版
大
体
出
来
せ
し
と

て
持
参
。
」
「
十
月
四
日
崇
文
堂
は
来
春
売
り
に

一
冊
で
大
要
を
握
み
得
る
や
う
な
近
松
集
を
編
纂
し

て
く
れ
ろ
と
い
ふ
、
此
事
は
先
日
愚
案
を
話
せ
し
た

め
な
り
、
手
都
合
す
べ
し
と
答
へ
お
く
。
」
「
十
月

二
十
八
日
崇
文
堂
の
校
正
は
百
九
十
頁
ま
で
と
い

ふ
進
捗
甚
だ
鈍
し
、
此
の
校
正
は
相
談
の
上
引
続
き
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二
葉
氏
へ
頼
む
こ
と
と
せ
り
。
」
「
十
一
月
三
日

樋
口
二
葉
氏
。
」
「
十
一
月
六
日
上
野
と
浅
草
の

細
目
を
作
り
、
崇
文
堂
へ
送
る
。
」
「
十
一
月
二
十

三
日

O
今
日
午
前
崇
文
堂
新
刊
見
本
一
冊
持
参
、

出
版
届
の
捺
印
を
求
む
。
」
「
十
一
月
二
十
四
日

O
北
野
、
樋
口
両
氏
へ
金
十
円
宛
謝
礼
。
」

九
月
二
日
以
降
《
北
野
》
の
名
前
は
し
ば
ら
く

「
日
記
」
か
ら
姿
を
消
す
の
だ
が
「
崇
文
堂
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
方
は
徐
々
に
進
行
し
始
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
「
崇
文
堂
」
「
二
葉
氏
」
な
ど
が
《
北
野
》

に
代
わ
っ
て
登
場
す
る
の
で
《
北
野
》
の
役
割
は
書

屈
と
著
者
と
を
引
き
合
わ
せ
る
こ
と
ま
で
に
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
「
高
崎
年
譜
」
に
よ
れ
ば
こ
の

「
大
正
十
一
年
九
月
、
国
学
院
大
学
に
折
口
信
夫
の

万
葉
集
講
座
開
講
さ
れ
、
翌
年
一

O
月
、
源
氏
物
語

全
講
会
開
催
さ
れ
る
や
、
常
に
夫
人
同
伴
聴
講
。
折

口
学
に
傾
倒
し
、
終
生
違
わ
ず
。
し
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
九
月
二
日
以
降
《
北
野
》
の
名
前
が
し
ば
ら

く
の
間
「
鳶
魚
日
記
」
か
ら
姿
を
消
す
の
は
《
北

野
》
が
折
口
へ
の
接
近
を
始
め
て
い
た
か
ら
か
も
し

れ
な
い
。
(
「
万
葉
集
講
座
L

と
は
こ
の
年
九
月
よ

り
白
鳥
社
主
催
で
開
講
さ
れ
た
「
万
葉
集
三
十
回
議

座
」
の
こ
と
で
あ
る
。
詳
細
は
つ
か
め
な
い
が
、
お

そ
ら
く
翌
々
年
一
月
に
開
講
さ
れ
た
「
源
氏
全
講

会
」
と
同
じ
く
公
開
講
座
と
し
て
の
性
格
が
色
濃
い

も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
)
「
高
崎
年
譜
」
に

お
け
る
「
夫
人
間
伴
」
の
「
夫
人
」
と
は
「
千
香
」

の
こ
と
を
指
じ
て
い
る
。

大
正
十
一
年
折
口
信
夫
三
十
五
歳
、
前
年
九
月
に

国
学
院
大
学
教
授
と
な
る
。
《
北
野
博
美
》
二
十
九

歳
、
広
瀬
千
香
二
十
五
歳
、
西
角
井
正
慶
二
十
二
歳
、

「
年
諮
問
」
の
著
者
高
崎
正
秀
は
こ
の
年
ま
だ
十
九
歳

で
あ
っ
た
。

註ロ
全
国
各
地
よ
り
苦
心
し
て
集
め
た
性
神
像
を
官
憲
が
リ
ア

カ
ー
に
載
せ
て
没
収
し
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
は

「
高
崎
年
譜
」
や
新
井
恒
易
氏
の
筆
者
宛
書
簡
の
中
で
も

触
れ
ら
れ
て
い
る
。
「
性
神
信
仰
の
分
布
状
況
を
調
べ
、

男
神
、
女
神
の
造
形
物
を
集
め
て
い
た
が
、
警
視
庁
が
荷

車
を
持
っ
て
き
て
、
み
な
没
収
さ
れ
、
力
が
抜
け
た
と
よ

く
語
っ
て
い
た
。
」
(
新
井
氏
書
簡
)
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